
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

累        計 1974,000円 

年 間 予 算 2,500,000円 

達 成 率 78.96％ 

 

 

・3/1     例会臨時休会 理事会（ZOOMにて開催） 

・3/5     ロータリーデー（ZOOM） 

・3/8     例会臨時休会 

・3/15    例会（オンライン例会予定） 

・3/22    例会 

・3/26    会長エレクト研修セミナー(PETS) 

・4/5     春の家族会 中止（通常例会に変更） 

第２６６０地区 

大東ロータリークラブ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12時 30分～1時 30分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

◆4つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 

DAITO 
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OSAKA JAPAN 
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令和 4 年 3 月 1 日発行   No.2564 2022.2.15（No.2563）の例会記録 

 

 

  大東ロータリー会長テーマ 

    「 当意即妙 」 

◆ 出席報告（2月 15日分） 

 

      例会 臨時休会 

  

前々回 2月 1日分 

       

      例会 臨時休会 

            

後面に記載 

  

     「未定」 

         森脇 克弥 会員 

 
２０２１年～２０２２年度 

 
国際ロータリーのテーマ 

 
国際ロータリー会長  

 
  シェカール・メータ 

今週の予定   （3月 1日） 
お知らせ 

創立 1967年 12月 26日 
■会長 中  恒夫 
■幹事 空門 満也 
■広報委員長 生駒 智人 
（会報） 

次週の予定   （3月 8日） 

先週の例会報告 

ニコニコ箱 

 

奉仕しよう みんなの 

人生を豊かにするために 

 

 

    「未定」 

        田川 和見 会員      

 

      

 



 

 

             

 

皆さんこんにちは、２月に入りオミクロン変異株の万延新規感染者が大阪で１５ 

２６４名の感染者が出ており医療緊急事態宣言が発令されました。まだまだ例会 

も含め各事業も開催できる状態ではありません。会員の皆様におかれましては、 

お身体には十分気を付けて頂きます様お願いもうしあげます。 

 

また、先日訃報の知らせが入って参りました。現会員の樋口秀和会員が１月 21 日 

にお亡くなりなりました。１９９２～93 年に会長、2012～13 年には地区ガバナ 

－補佐を歴任され、当クラブに対し多大なる御貢献をされました。 

２月９日には当会員であります。橋本正幸様の御令室がご逝去され、近親者葬儀 

が行われました。当クラブからは、私と空門幹事でお参りさせて頂きました。謹 

んでご冥福お祈り申し上げます。黙祷 

 

さて、ロ－タリ－では来る３月５日（土）１３時よりホテル・アゴ－ラ大阪守口 

で２０２２年ＩＭ3 組 ロ－タリ－デ-がハイブリッドで「子供や青少年の健やか 

な成長に向けてロ－タリ－として何ができるか」と言うテ－マで開催されます。 

会員の皆様の御参加宜しくお願いいたします。 

この先、社会状況がどう変化するかわかりませんが、常に奉仕する気持ちを絶や 

さず活動して行きたいものです。ご支援ご協力を重ねてお願い申し上げまして、 

会長の時間とします。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間 
会長 中 恒夫 

 

 

 

 



 

 

 

 

◎ニコニコ箱委員会                  委員長 岸沢 重和 

 

・入会記念日 自祝                    中崎  諭 君 

・コロナワクチン３回目接種しました            中  恒夫 君 

・中会長ごちそう様でした。                空門 満也 君 

 

 

 

                  

                  「危機感をもって」 

 

                         橋本 正幸 会員 

ここ数年コロナ禍によりロータリーの根幹をなす親睦と奉仕をこれまでのように 

できない現状を受け入れつつ、今後ロータリー活動がどうなるのか不安になる思 

いがあります。久しく会員の前での卓話をと心待ちにしていましたが、残念なが 

らコロナ感染の第６波によるクラブ対応のために、原稿での卓話となりました。 

昨今の世界を取り巻く環境は、今般のコロナ禍や自然災害など想像を超える被害 

を受けています。日々を過ごす中で普段から、少しでも対策を考えておく必要が 

あります。 

最近では、自然災害やウイルス流行などの緊急時に、被害や損害を最小限に抑え 

るための計画ＢＣＰ（Business Continuity Plan「事業継続計画」）の策定が行わ 

れています。緊急事態が発生した際に、企業が事業を継続したり、迅速な復旧を 

行ったりするために必要な方針・体制・手順などを定めます。ＢＣＰの策定によ 

り、混乱を防ぎ被害や損失を押さえる事ができると考えられています。 

 緊急事態時には、地震などの自然災害やセキュリティ事故、ウイルスの流行な 

どが挙げられ、コロナ禍においてもＢＣＰは有効とされており、これをきっかけ 

に策定や見直しを進める企業が増えています。大企業のＢＣＰ策定は進んでいて、 

中堅の企業においても進められています。内閣府が公表した「令和元年度 企業の 

事業継続及び防災の取組に関する実態調査」によると、策定済み、策定中を含む 

策定率は大企業が８３％、中堅企業では５３％となっています。ＢＣＰの策定は 

民間企業だけでなく、自治体でも実施されています。 

平成３１年１月に内閣府の南海トラフ地震の防災対応ガイドラインでは、マグニ 

チュード８～９クラスの地震が今後３０年以内に発生する確率は７０～８０％と 

され、また、異常気象とされるゲリラ豪雨は頻繁に発生するなど自然災害による 

先週の卓話 

委員会報告 



 

 

大規模被害の切迫性が懸念されます。このような中で今一度、家庭や事業所にお 

いて最小限の被害に留めるためのＢＣＰ計画を検討しておく必要があると考えま 

す。 

 家族は勿論の事、会社や地域の状況を把握し日々危機感をもって来るべき災害 

に、ロータリアン同士が情報を共有して乗り越えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


